
　 次関数 が 軸の正の部分が異なる 点で交わるように，定数 の１

　値の範囲を定めよ｡

　 次方程式 が異なる つの負の解をもつように，定数 の値

　の範囲を定めよ。

　放物線 と 軸が の範囲において異なる 点で交わるとき，

　定数 の値の範囲を求めよ。

　方程式 の つの解がともに正になるように，定数 の値の範囲を定

　めよ。

　 次関数 のグラフが 軸の正の部分と，異なる 点で交わると

　き，定数 の値の範囲を求めよ。

　放物線 が 軸の正の部分と負の部分のそれぞれと交わる２

　ように，定数 の値の範囲を定めよ。

　放物線 と 軸が 点は ，他の 点は の範囲におい

　て異なる 点で交わるとき，定数 の値の範囲を求めよ。

　方程式 の つの解は より大きく，もう つの解は より小さく

なるように定数 の値の範囲を求めよ。

　 次関数 のグラフが、 軸の正の部分と負の部分のそれぞ

　れと交わるように，定数 の値の範囲を求めよ。

　放物線 と 軸が 点は ，他の 点は の範囲において

　交わるとき，定数 の値の範囲を求めよ。
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　 次方程式 が より大きい異なる つの実数解をもつように，３

　定数 の値の範囲を定めよ。

　 次関数 が 軸の の部分が異なる 点で交わるように，定数

　 の値の範囲を定めよ｡

　放物線 と 軸が の範囲において異なる 点で交わるとき，

　定数 の値の範囲を求めよ。

　放物線 と 軸が の範囲において異なる 点で交わるとき，

　定数 の値の範囲を求めよ。

　 次方程式 が より小さい異なる つの実数解をもつとき，定数 の

　値の範囲を求めよ。

　方程式 の つの解がともに より小さいような，定数 の値の範

　囲を定めよ。

　 次関数 のグラフが 軸の の部分と，異なる 点で

　交わるように，定数 の値の　範囲を求めよ。

次方程式 の つの解がともに と の間にあるように，定数４

の値の範囲を定めよ。
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次の条件を満たすような定数 の値の範囲を求めよ。５

　 次方程式 の つの解が と の間にあり，他の解が と の間に

　ある。

　 次方程式 の つの解が と の間にあり，他の解が と

　 の間にある。ただし， とする。

　 次方程式 の つの解が と の間にあり，他の解が と の間にあ

　るとき，定数 の値の範囲を求めよ。

　方程式 の つの解が と の間にあり，他の解が と の間

　にあるような定数 の値の範囲を求めよ。

　 次方程式 の つの解が と の間にあり，他の解が と の間に

　あるように，定数 の値の範囲を定めよ。
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